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1. はじめに ――――――――――――――――――――――――――――― 

マルハニチロ株式会社（以下、「当社」）は、以下の通り、ブルーファイナンス・フレームワーク（以

下、「本フレームワーク」）を策定しました。本フレームワークは、国際資本市場協会（ICMA）の定め

るグリーンボンド原則（GBP）2021、環境省の定めるグリーンボンド（ローン）及びサステナビリテ

ィ・リンク・ボンド（ローン）ガイドライン 2022年版、ローン・マーケット・アソシエーション（LMA）、

アジア太平洋ローン・マーケット・アソシエーション（APLMA）、ローン・シンジケーション・アンド・トレ

ーディング・アソシエーション（LSTA）の定めるグリーンローン原則 2021並びに国際金融公社

（IFC）の定める Guidelines for Blue Financeに基づき策定しており、これらの原則等との

適合性に対するオピニオンを株式会社格付投資情報センター（R&I）より取得しております。 

 

（1） 当社概要 

当社は、1880年に兵庫県明石市(現在)で創業した遠洋漁業・捕鯨・水産加工大手のマルハ（旧

大洋漁業）と 1907年に初のカムチャッカ向け出漁を以って創業した北洋漁業・水産加工大手のニ

チロ（旧日魯漁業）との 2007年の経営統合、2008年の事業再編を経て、2014年 4月 1日の

合併により誕生しました。「私たちは誠実を旨とし、本物・安心・健康な食を提供し、人々の豊かなく

らしとしあわせに貢献します。」をグループ理念として、創業 140年以来、自然の恩恵を享受して

きた当社グループにとって、生産性や収益性の向上のみならず、限りある水産資源を持続させ地

球環境を守ること、ひいては次世代にいのちをつなぎ未来をつくることを責務としております。 

当社グループは「９ユニット」の各部門が連携しながら、統一的な戦略のもと、世界規模で事業価

値の最大化を図っています。世界最大かつ唯一の価値を提供する水産物サプライヤーを目指すと

同時に、水産物におけるその圧倒的優位を生かし、厳選された素材をもとに、たくさんの「おいし

さ」と「しあわせ」を創造する食品メーカーとしての領域拡大を図っていきます。 

【9ユニット】 
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マルハニチログループの事業(2022年 3月期実績) 

 マルハニチログループは、水産物と加工食品の枠組みを超えたグローバルな総合食品企業で

あり、製品・サービスの特性、市場および販売チャネルなどの要素を多面的にとらえて複数の事

業ユニットを編成しており、主に事業類似性の観点から、それらを集約して「水産資源」「加工」

「物流」の 3つを従来の報告セグメントとしていました。 

 今般、水産資源調達力と食品加工技術を生かしたバリューチェーンの更なる強化拡充を図るため、

2023年 3月期(2022年 4月～)より、「水産資源」「加工食品」「食材流通」「物流」の 4区分に変

更したことから、2022年 3月期につきましても、以下のとおり変更後の区分方法にもとづき記載

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.9%

55.8%

21.4%

12.0%

16.4%

30.2%

4.6%

1.9%

1.7%

営業利益構成比

売 上 高 構 成 比

水産資源セグメント 加工食品セグメント 食材流通セグメント 物流セグメント その他

4,836 億円      １３３億円 
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1,042 億円      51 億円 

加工食品セグメント 

加工食品ユニット 

ファインケミカルユニット 

●グループにおける原料調達力、商品開発力、加工技術 

力を結集し、多種多様な業態ニーズにお応えできる 

差別化された価値ある商品を提案 

食材流通セグメント 

2,619 億円      39 億円 

食材流通ユニット 

●安全・安心な食肉を国内外にて調達・加工・販売 

畜産ユニット 

166 億円        11 億円 
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（2） 当社の企業理念 

 当社グループは、「私たちは誠実を旨とし、本物・安心・健康な『食』の提供を通じて、人々の豊

かなくらしとしあわせに貢献します。」をグループ理念と定め、グループ理念の実践により、社会へ

の責任を果たしてまいります。 また、当社グループは、グループ理念を通じて以下のグループビジ

ョンの実現を目指します。 

✓ 地球環境に配慮し、世界の『食』に貢献する 21世紀のエクセレントカンパニーを目指します。 

✓ お客様の立場に立ち、お客様にご満足いただける価値創造企業を目指します。 

✓ 持続可能な『食』の資源調達力と技術開発力を高め、グローバルに成長を続ける企業を目指し

ます。 

✓ グループ理念： 私たちは誠実を旨とし、本物・安心・健康な「食」の提供を通じて 

   人々の豊かなくらしとしあわせに貢献します。 

✓ グループスローガン： 世界においしいしあわせを 

✓ グループビジョン : マルハニチログループは 

⚫ 地球環境に配慮し、世界の『食』に貢献する 21世紀のエクセレント

カンパニーを目指します。 

⚫ お客様の立場に立ち、お客様にご満足いただける価値創造企業を

目指します 

⚫ 持続可能な「食」の資源調達力と技術開発力を高め、グローバルに

成長を続ける企業を目指します。 
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（3） 新中期経営計画（海といのちの未来をつくる ＭＮＶ2024）と 2027年に向けた新

長期経営ビジョン 

 当社グループは、「海といのちの未来をつくる」というブランドステートメントのもと、人々の豊

かなくらしとしあわせに貢献するというグループ理念の実現に向けて、グループ中期経営計画「海

といのちの未来をつくる ＭＮＶ2024」（2022～2024年度）を推進いたします。変化の激しい

経営環境の中にあっても、「経済価値」「社会価値」「環境価値」の創造に引き続き取り組み、企業価

値の更なる向上、持続的な成長を目指してまいります。 

当社グループは、2018年度からスタートした中期経営計画「Innovation toward 2021」に

おいて、「収益力の更なる向上」「成長への取り組み」「経営基盤の強化」を掲げ取り組んでまいりま

した。加工食品事業において、生産拠点再編や戦略投資により収益力が向上し、また財務基盤強化

は着実に進捗いたしました。一方では事業構造改革、成長ドライバー事業への戦略投資、部門を超

えたバリューチェーン強化に、課題を残すこととなりました。 

そこで、企業価値向上と持続的成長の実現に向け、前中期経営計画策定時に定義した、2027

年のありたい姿である長期経営ビジョンを再定義しました。 

 

長期経営ビジョンの再定義と新中期経営計画 

当社グループの存在意義（パーパス）の実現に向けた長期目線の経営ビジョンを再定義し、非連

続な成長のロードマップをバックキャストで描き、その具体的な道筋を描いております。 
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当社グループの存在意義と 2027年に向けた新長期経営ビジョン 

企業価値向上と持続的成長の実現に向け、長期経営ビジョンを再定義しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新中期経営計画「海といのちの未来をつくる MNV2024」 

企業価値向上と持続的成長の実現に再チャレンジするため、3つのコンセプトに基づき中期経営

計画を策定しました。 
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経営戦略とサステナビリティの統合により、すべてのステークホルダーに対して Maruha 

Nichiro Value（MNV）を創造し、企業価値向上と持続的成長を実現します。 MNV の創造にあ

たっては、事業の継続性を担保する土台である経済価値の最大化に向けた経営戦略を着実に実行

しつつ、環境価値・社会価値の最大化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世界 No.1の水産会社」として、異常気象、水産資源減少リスクなどを踏まえた地球環境との共

生や、サプライチェーンの人権リスクへの対応など、当社グループが果たすべき役割を明確にし、マ

テリアリティを見直し、 「環境価値」「社会価値」の創造を目指します。 
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 環境価値の創造に関するマテリアリティ 

 

 

 社会価値の創造に関するマテリアリティ 

 

 

 持続的成長のための経営基盤強化 
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（4） サステナビリティマネジメント 

マルハニチログループにおける「サステナビリティ推進委員会」は、代表取締役社長が委員長を務

め、マルハニチロ（株）取締役を兼務する役付執行役員、関連部署担当役員、関連部署長を委員、社

外取締役、監査役をオブザーバーとし、構成されています。 

 「サステナビリティ推進委員会」では、グループサステナビリティ戦略全般の企画立案や目標設

定、およびグループ各社の活動評価をしています。マテリアリティ”循環型社会実現への貢献”のプ

ラスチック使用量削減とフードロス削減および”健康価値創造と持続可能性に貢献する食の提供”

においてプロジェクトを立ち上げ、プロジェクトオーナーを管掌役員、プロジェクトリーダーを関連

部署長として、部署横断的な取組みの推進を開始しています。 
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（5） 当社のサステナビリティ戦略 

サステナビリティ戦略（マテリアリティ）の取組み事例は以下の通り 

Case①：「気候変動問題への対応」、TCFDシナリオ分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業への影響が大きい気候変動問題に対応するため、シナリオ分析に着手しております。 
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Case②：「生物多様性と生態系の保全」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 持続可能な調達を実践するため、グループ各社の水産物取扱量、天然水産物の資源状態を評

価する調査を継続実施します。 
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Case③：「持続可能なサプライチェーンの構築」 

 

 

 サプライヤーガイドラインの周知、理解促進を通じたサプライチェーンマネジメント強化と自社

事業・サプライチェーンにおける人権リスクの排除を推進します。 
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２. 調達資金の使途 ―――――――――――――――――――――――――― 

本フレームワークに基づいて調達された資金は、以下の適格クライテリアを満たすプロジェクト

に関する支出またはリファイナンスに充当する予定です。 

適格クライテリア 

（適格プロジェクト分類） 

適格プロジェクト例 GBP事業区分 

[ブループロジェクト] 

環境持続型の漁業・養殖事業 

 

 

 

 

➢ サーモン陸上養殖事業 汚染の防止及び管理 

生物自然資源及び土地利

用に係る環境持続型管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. プロジェクトの評価と選定プロセス ――――――――――――――――― 

本フレームワークに基づくブルーボンドの資金使途とする適格クライテリアおよびそれを満た

す適格プロジェクトについては、財務部が関連する事業部と調整の上候補を選定し、財務部長の
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承認を経て、財務担当役員が最終決定します。各プロジェクトの適格性の評価にあたっては、潜

在的にネガティブな環境面の影響に配慮しているものであり、以下の項目について対応している

ことを確認しています。 

ネガティブな影響を及ぼすリスク 緩和策 

施設建設工事に伴う騒音・振動 

 

➢ 騒音規制法、振動規制法の遵守 

➢ 地域住民への十分な説明 

土壌汚染やアスベスト等の有害廃

棄物の飛散 

➢ 大気汚染防止法、労働安全衛生法、廃棄物処理法、労

働安全衛生規則、石綿障害予防規則等の適用法令に基

づき、適正に処理されることの確認 

水質汚染 ➢ 継続的な外部からの新たな海水の注入による水質のコ

ントロール 

➢ 法令を遵守した排水対応 

生態系への悪影響 ➢ 絶滅危惧種等の情報があれば生息域調査を行い、生息

域の工事を取りやめるか、繁殖期間外に工事を実施 

 

4. 調達資金の管理 ―――――――――――――――――――――――――― 

当社財務部が、本フレームワークに基づいて調達した資金について、適格プロジェクトへの充

当や管理を、社内の会計システムを用いて行います。調達資金については、その同額が適格プロ

ジェクトに充当されるため、原則として未充当金は発生しない予定であるものの、適格プロジェ

クトへの充当時期の遅れ等により充当までの期間を要する場合は、未充当金については現金及

び現金同等物等にて管理されます。 

また、適格プロジェクトへの充当時期の遅れ以外の理由により未充当金が発生することが明ら

かになった場合は、本フレームワークにて定めたプロジェクトの評価と選定のプロセスに従い、適

格クライテリアを満たす他のプロジェクトを選定し、資金を充当します。 

 

5. レポーティング ―――――――――――――――――――――――――― 

当社は、資金充当状況レポーティング及びインパクト・レポーティングを、当社ウェブサイト等に

て年次で開示します。なお、初回の開示は、本フレームワークに基づいた調達から 1年以内に行

う予定です。調達資金の充当計画に大きな変更が生じた場合や、充当後に適格プロジェクトにつ

いて大きな影響を及ぼす状況の変化が生じた場合は、適時に開示する予定です。 
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（1） 資金充当状況レポーティング 

当社はブルーボンド発行から、ブルーボンドにて調達された資金が全額適格プロジェクトに充

当されるまでの間、調達資金の充当状況に関する以下の項目について開示する予定です。 

 調達金額、充当金額、未充当金の残高並びにその運用方法及び充当予定時期 

（2） インパクト・レポーティング 

当社はブルーボンド発行から償還されるまでの間、適格プロジェクトによる環境及び社会改善

効果に関する以下の項目について実務上可能な範囲において開示する予定です。 

適格プロジェクト レポーティング項目 

[ブループロジェクト] 

環境持続型の漁業・養殖事業 

➢ 事業の概要 

➢ 漁業・養殖事業による生産出荷量（見込も含む） 

 

6. 外部レビュー ――――――――――――――――――――――――――― 

当社は、独立した外部機関である株式会社格付投資情報センター（R&I）より、本フレームワーク

と、国際資本市場協会（ICMA）の定めるグリーンボンド原則（GBP）2021、環境省の定めるグリ

ーンボンド（ローン）及びサステナビリティ・リンク・ボンド（ローン）ガイドライン 2022年版、ロー

ン・マーケット・アソシエーション（LMA）、アジア太平洋ローン・マーケット・アソシエーション

（APLMA）、ローン・シンジケーション・アンド・トレーディング・アソシエーション（LSTA）の定めるグ

リーンローン原則 2021並びに国際金融公社（IFC）の定める Guidelines for Blue Finance

との適合性に対するセカンド・パーティ・オピニオン取得しています。 

 

7. 参考書類 ――――――――――――――――――――――――――――― 

1. グリーンボンド原則 2021（ICMA） 

2. グリーン・ソーシャル及びサステナビリティボンド：持続可能な開発目標へのハイレベルマッピン

グ 2020（ICMA） 

3. グリーンボンド及びサステナビリティ・リンク・ボンドガイドライン 2022年版（環境省） 

4. グリーンローン及びサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン 2022年版（環境省） 

5. グリーンローン原則 2021（LMA・APLMA・LSTA） 

6. Guidelines for Blue Finance（IFC） 

7. マルハニチロ株式会社 統合報告書 2021 

8. マルハニチロ株式会社 株主通信 ダブルウェーブレポート 2022 

以 上 
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